
彙

報

　
　
　
醗
「
史
學
」
の
登
刊

　
慶
慮
義
塾
大
隊
部
史
重
科
を
中
心
ぐ
」
し
て
組
織
せ
ら
れ
九
る
三

田
史
學
會
は
今
圓
難
誌
「
史
學
」
を
謹
呈
す
る
こ
ミ
・
し
咋
年
十
月

其
の
第
一
巻
第
一
號
を
嚢
呈
せ
り
同
質
に
は
田
中
翠
一
郎
氏
の

「
希
臓
の
二
大
史
家
」
橋
本
塘
吉
氏
の
「
『
古
事
記
及
び
日
本
書
紀
の

研
究
』
を
讃
む
」
占
部
百
太
郎
氏
の
「
中
世
紀
に
於
け
る
英
國
の
出

職
」
飯
田
4
1
心
純
氏
の
「
回
教
法
制
の
源
流
」
場
下
九
篇
を
澄
め
「
東
西

新
史
乗
」
欄
内
に
は
東
西
の
新
刊
書
を
批
評
紹
介
せ
り
、
吾
人
は
こ

・
に
斯
學
研
究
の
有
力
な
る
季
刊
礁
誌
に
接
し
て
吾
人
の
好
伴
侶

を
得
た
る
を
衷
心
漱
署
す
る
ε
共
に
其
將
來
の
嚢
展
を
既
福
し
て

已
ま
ざ
る
も
の
な
り
。

麟
大

藏

會

　
侮
年
秋
季
に
於
い
て
催
さ
る
・
京
都
佛
教
各
宗
學
校
聯
合
會
主

催
の
大
盤
會
は
咋
年
十
｝
月
齢
日
大
雲
院
内
家
政
高
等
女
學
校
に

て
其
の
第
七
圃
の
展
萱
會
を
開
催
せ
り
今
回
の
陳
列
は
大
藏
縄
刊

　
　
　
第
七
巷
　
　
彙
　
　
　
報

行
の
殊
動
者
S
し
て
幅
田
行
悩
上
入
及
ひ
島
田
蕃
根
居
士
を
記
念

せ
ん
が
爲
め
、
爾
氏
の
三
蹟
遺
品
を
主
ε
し
、
併
せ
て
古
版
佛
書
及

び
高
野
山
金
石
拓
本
を
展
観
せ
り
行
誠
上
人
に
關
す
る
も
の
は
圭

ミ
し
て
上
人
の
自
諾
自
詠
の
諜
讃
類
に
し
て
蕃
根
翁
の
逡
品
に
は

縮
棚
藏
純
印
行
に
驕
す
る
も
の
古
爲
華
嚴
経
以
下
多
撒
の
聖
教
及

び
修
瞼
道
驕
係
圖
書
等
あ
り
聖
教
の
内
に
は
高
癬
の
自
筆
ミ
畳
し

き
如
來
慧
跡
講
式
一
巻
先
づ
注
目
に
償
す
べ
く
修
験
驕
係
圖
書
ε

し
て
は
慶
長
年
聞
の
入
峰
日
記
及
び
行
智
阿
闇
梨
自
錐
の
理
源
大

師
傳
略
煩
並
び
に
鈴
掛
衣
は
吾
入
の
注
意
を
惹
け
り
古
版
佛
識
に

は
弘
安
十
年
版
の
傳
法
正
宗
定
租
圏
巻
及
び
癒
永
二
十
一
年
版
の

融
通
念
佛
縁
趨
総
等
あ
り
高
野
山
金
石
拓
本
ミ
し
て
は
福
島
正
則

寄
進
の
國
文
の
鐘
銘
拓
本
皆
珍
ミ
す
る
に
足
れ
り
當
日
午
後
同
校
．

に
於
い
て
「
行
誠
上
人
を
追
憶
す
」
（
文
學
博
士
南
條
文
雄
）
「
，
島
田
翁

に
就
て
の
感
想
」
（
文
學
博
士
狩
野
直
喜
）
「
島
田
翁
を
懐
ふ
」
（
文
學
・

博
士
内
藤
虎
次
郎
）
の
講
演
あ
り
た
り
。

醗
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
卒
業
論
文

　
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
本
年
度
卒
業
生
の
提
出
せ
る
論
文
中
、

史
學
に
關
係
あ
る
題
目
及
提
出
者
左
の
如
し
。
（
△
選
科
生
0
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
五
七
　
（
三
二
九
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
彙
　
　
報

労
）　

史
畢
科

　
　
國
史
專
攻

　
　
　
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
庶
民
教
化

　
　
東
洋
史
遠
攻

　
　
　
王
氏
高
麗
の
嚢
滅
に
就
い
て
論
ず

　
　
西
洋
史
専
攻

　
　
　
英
國
の
三
。
政
策
に
つ
き
て

　
　
カ
ル
ル
一
世
隣
代
に
於
け
る
英
國
革
命
の
由
來

　
地
理
學
專
攻

　
　
日
本
海
に
於
け
る
海
岸
進
化
の
一
型
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
牧
實
繁

哲
墨
科

　
印
度
哲
學
史
專
攻

　
　
繹
愈
を
中
心
ミ
せ
る
原
始
三
三
偲
團
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
果
　
敬
照

　
　
親
鷺
の
佳
雄
歪
面
の
打
球
観
に
就
て
　
　
禿
　
了
信

○
江
藤
徴
英

△
中
村
　
知

　
朱
　
秩
如

△
陳
　
階
之

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
五
八
　
（
三
三
〇
）

　
　
印
度
暫
學
に
於
け
る
自
我
思
想
嚢
蓬
史
甲
斐
　
實
行

　
心
理
墜
専
攻

　
　
所
藤
の
心
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
道
固

　
倫
理
藥
專
攻

　
　
ギ
ル
ド
趾
會
主
義
の
倫
理
的
研
究
　
　
宮
城
　
敏
夫

　
美
學
美
術
史
專
攻

　
　
希
臓
悲
劇
の
起
原
　
　
　
　
　
　
　
△
林
　
蓬
夫

　
肚
會
學
專
攻

　
　
ザ
！
ン
ト
の
民
拓
族
・
心
理
鳳
Ψ
に
於
μ
り
る
瀞
楓
命
謹
進
化
田
心
席
心
に

　
　
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埴
岡
　
信
夫

文
黎
科

　
　
國
語
國
文
墨
專
攻

　
　
　
岩
崎
本
爾
本
書
紀
訓
鮎
研
究

　
　
支
那
語
學
支
那
文
學
專
攻

　
　
　
詩
入
白
樂
天
の
研
究

　
　
　
翻
史
學
研
究
會

例
會

△
小
中
　
正
晴

△
水
野
　
李
次

昨
年
・
十
月
十
二
n
盟
邦
後
｝
時
小
†
よ
り
山
久
騒
†
部
第
六
教
室
一
に



．
て
開
催
左
の
講
演
あ
り
。

　
黄
河
々
道
憂
．
遷
の
地
文
學
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
會
員
　
文
學
士
　
藤
田
　
元
春
震

・
本
誌
に
掲
載
せ
る
を
以
て
略
す

　
兜
の
滑
革
に
就
い
て
　
會
員
　
　
　
　
關
保
之
助
君

　
我
が
邦
に
於
け
る
甲
宵
の
記
載
に
見
ゆ
る
最
古
は
常
陸
風
土
記

に
見
え
日
本
書
紀
紳
武
紀
に
も
介
胃
の
士
の
名
見
ゆ
れ
ば
其
の
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

「
原
は
誌
代
に
あ
る
べ
く
明
珍
系
圖
に
武
内
宿
辮
に
創
ま
る
ミ
あ
る

は
信
ず
る
に
足
ら
す
彼
の
選
書
は
元
よ
り
僑
書
な
る
も
神
武
帝
か

，
千
束
鹿
革
を
以
て
甲
冑
を
遇
せ
し
虐
謂
へ
ば
元
勲
は
皮
革
製
に
起

原
す
る
も
の
な
る
べ
く
所
受
難
の
上
灘
は
之
よ
り
由
話
す
る
も
の

な
ら
む
憂
芝
生
蕃
人
の
甲
冑
實
に
之
に
類
し
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
博
初

意
に
も
ポ
ル
、
不
様
出
土
の
同
様
式
の
も
の
服
せ
ら
る
惟
ふ
に
魑
の

子
冑
は
詞
利
沢
な
る
べ
し
之
に
俘
ふ
べ
き
兜
は
皆
前
方
を
尖
端
－
こ

し
矢
を
外
ら
す
の
便
に
供
す
此
の
形
式
は
上
安
朝
に
も
傳
へ
ら
れ

彼
の
小
ザ
、
不
に
て
組
み
製
す
る
は
支
那
風
に
基
け
る
も
の
な
り
云

紬
槽
會
　
　
十
一
月
十
九
則
午
後
一
時
よ
り
京
都
帝
國
大
學
々
生
集
會

　
　
　
第
七
巻
　
　
彙
　
　
報

所
階
上
に
て
閉
催
先
づ
濱
田
詐
議
員
よ
り
會
務
會
計
の
報
告
あ
り

て
左
の
講
演
に
遷
る

　
ラ
ペ
ル
ー
ズ
、
こ
樺
太
坐
レ
良
器
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
會
員
　
理
皐
博
士
　
小
川
　
琢
治
君

　
酉
洋
の
地
輝
墨
者
が
何
故
｝
時
樺
太
島
を
以
て
孚
島
な
の
ミ
考

へ
間
宮
林
藏
…
の
島
影
に
驚
か
さ
れ
た
る
か
・
こ
謂
ふ
に
こ
れ
實
測
探

瞼
の
不
充
分
な
り
し
が
黒
め
に
て
フ
リ
ー
ス
の
探
険
以
來
一
七
四

一
年
、
一
七
七
八
年
に
そ
れ
ノ
＼
ベ
ー
リ
ン
グ
、
キ
ア
プ
テ
ン
ク
ツ

ク
の
爾
探
瞼
あ
り
し
も
未
だ
之
を
閲
明
す
る
に
至
ら
す
然
る
に
其

の
後
頚
西
箆
の
東
方
政
策
着
々
ε
し
て
進
み
其
の
勢
カ
カ
ム
チ
ヤ

ツ
カ
に
迄
及
ぶ
や
探
険
者
に
も
便
宜
を
欝
ら
し
ラ
ペ
ル
1
ズ
は
ブ

レ
ス
ト
畠
獲
以
前
南
米
の
南
端
を
雛
過
し
て
肇
溝
の
紅
豆
喚
に
燭

れ
能
登
の
七
の
島
よ
り
沿
海
州
燈
に
達
し
樺
太
の
南
端
を
廻
り
意

外
の
成
績
を
塞
け
得
た
り
此
の
｝
七
八
七
年
の
探
瞼
は
西
洋
人
の

間
宮
海
挾
に
思
せ
し
最
初
に
し
て
從
っ
て
一
七
八
八
年
に
下
版
せ

ら
れ
た
る
地
圖
を
其
以
前
の
幅
七
三
二
年
、
一
七
七
二
年
、
｝
七
八

二
年
の
所
謂
ダ
ン
ビ
ー
ル
の
地
圖
に
比
較
す
れ
ば
其
の
正
確
の
程

度
驚
く
べ
き
程
進
歩
し
ラ
ベ
ル
ー
ズ
が
十
八
世
紀
末
の
東
亜
地
理

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
一
五
九
　
（
三
三
一
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
棄
　
　
　
報

・
學
上
の
大
功
献
去
た
る
功
は
千
古
不
磨
な
る
べ
し
彼
は
其
の
宋
年

・
所
在
不
明
ε
な
り
し
も
四
＋
豊
年
の
後
に
於
て
其
の
末
路
の
地
面

見
せ
ら
れ
其
の
途
惑
は
命
や
ル
ー
ブ
ル
の
誇
ε
な
れ
り
然
る
に
論

義
の
地
理
學
者
は
彼
を
以
て
も
樺
太
野
島
読
の
者
の
中
に
数
ふ
る

も
彼
の
報
告
書
を
熟
談
す
れ
ば
彼
が
樺
太
鱒
喚
説
な
り
し
を
知
る

に
足
る
べ
し
云
々

　
右
終
り
て
詐
議
員
の
改
選
を
行
ひ
次
で
左
の
講
演
に
入
る

　
我
が
上
代
に
於
け
る
支
那
思
想
、
特
に
道
家
に
激
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
會
員
　
文
面
博
士
　
黒
板
　
勝
美
君

　
佛
敏
渡
來
以
前
の
神
舐
崇
舞
に
其
の
経
過
を
彩
色
せ
る
何
者
か

の
存
在
す
べ
き
は
想
像
に
難
か
ら
す
し
て
支
那
の
影
響
叉
は
大
陸

の
影
響
あ
ら
む
は
論
を
倹
た
す
王
仁
は
姓
氏
録
に
て
は
支
那
人
に

し
て
想
ふ
に
王
仁
一
家
の
研
究
は
此
の
問
題
研
究
の
主
要
部
分
な

り
延
喜
式
懸
詞
の
中
に
古
來
の
形
式
、
こ
異
な
る
呪
文
あ
る
が
こ
れ

・
萌
か
に
支
那
遽
家
思
想
の
影
響
せ
る
も
の
黒
し
て
阿
知
遇
の
子
孫

た
る
東
史
部
、
　
王
仁
の
子
孫
実
る
西
史
部
の
人
々
之
に
参
與
し
中

駆
祓
の
外
に
道
家
思
想
に
基
諾
す
る
此
の
呪
文
を
併
せ
諦
せ
し
を

知
る
べ
し
其
の
文
句
中
に
見
ゆ
る
東
王
父
、
　
西
王
慨
は
河
内
松
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
一
　
號
　
　
　
　
一
山
ハ
（
）
　
　
（
一
二
鷲
一
一
一
）

山
船
首
王
後
の
古
墳
中
よ
り
重
臣
せ
ら
れ
し
鏡
鑑
の
模
様
に
明
示

せ
庁
れ
從
っ
て
所
在
に
嚢
見
せ
ら
る
・
紳
人
鏡
は
皆
遽
家
由
來
の

思
想
を
示
せ
る
な
る
べ
く
叉
平
人
を
以
て
災
を
除
く
こ
隔
こ
も
支
那

傳
來
の
思
想
た
る
や
論
無
か
ら
む
想
ふ
に
道
家
思
想
S
我
が
古
代

思
想
¶
こ
は
先
天
的
に
相
調
和
す
べ
き
特
製
を
有
せ
し
も
の
な
る
べ

く
紳
道
な
る
語
も
易
の
繋
購
傳
以
下
文
旧
離
龍
に
も
見
ゆ
れ
ば
我

が
古
代
の
瀞
な
が
ら
の
道
ε
は
支
那
よ
り
誹
れ
る
懸
道
其
の
者
の

意
に
し
て
主
唱
こ
し
て
道
家
思
想
に
基
く
紳
紙
崇
昇
を
意
味
せ
る
も

の
に
は
非
ざ
る
な
き
や
諾
冊
二
神
の
天
照
大
轟
月
讃
命
を
生
ま
れ

し
言
説
も
老
子
疏
に
左
目
王
父
、
右
目
王
母
ミ
あ
る
に
特
合
し
常

世
國
へ
田
道
問
守
の
行
き
し
話
は
勿
論
、
大
和
武
奪
の
自
鳥
傳
説

は
道
家
の
意
解
設
ε
慮
じ
雄
略
帝
が
萄
城
山
に
面
し
て
長
人
を
見

た
る
話
ミ
能
く
道
家
の
思
想
ε
通
す
役
の
行
者
は
道
士
に
し
て
葛

城
田
ば
滋
教
の
中
心
地
ミ
も
観
ら
れ
学
べ
く
雄
略
帝
の
頃
道
家
思

想
は
頗
る
盛
大
に
し
て
、
こ
れ
が
や
が
て
我
邦
固
有
の
紺
紙
崇
拝

－
こ
混
合
融
和
せ
し
も
の
な
ら
む
鰍
云
々

　
右
終
り
て
午
後
五
時
茶
話
會
を
催
し
同
午
後
六
時
よ
り
更
に
席

を
階
下
に
移
し
て
晩
餐
會
を
開
き
和
氣
矯
々
裡
に
午
後
九
時
散
會



せ
り
愛
日
會
揚
に
は
小
川
簿
士
の
講
演
に
關
す
る
幾
多
の
史
料
を

展
観
せ
り
猫
評
議
員
＋
名
は
総
て
再
選
せ
ら
れ
今
西
阪
口
三
浦
評

議
員
は
編
纂
捲
任
、
　
矢
野
評
議
員
は
庶
務
會
灘
酒
任
に
就
任
せ
ら

れ
九
り

例
會
　
　
二
月
四
日
午
後
一
時
孚
よ
り
文
學
部
第
六
教
室
に
て
開
催

左
の
講
演
あ
り

｝
唐
の
均
田
法
に
就
い
て
會
員
文
學
士
　
野
崎
文
夫
君

　
均
田
の
名
は
漢
代
よ
り
存
す
る
も
所
謂
均
田
法
は
晋
代
に
源
を

馨
し
面
し
て
明
白
な
る
目
的
を
以
て
此
の
法
の
定
め
ら
れ
た
る
は

北
魏
な
り
之
が
愈
々
嚢
輸
し
て
塾
代
に
完
成
し
同
時
に
破
門
せ
ら

れ
た
り
戦
中
自
費
、
　
遷
移
を
許
す
條
項
あ
る
を
以
て
古
の
井
田
法

ε
異
な
る
も
の
な
り
ミ
す
る
者
及
び
塾
代
の
特
色
な
り
ε
す
る
者

あ
り
而
し
て
叢
書
に
見
ゆ
る
戸
籍
法
は
随
分
疑
問
も
存
す
れ
，
こ
も

兎
に
角
戸
籍
を
整
理
し
て
租
入
を
計
る
を
堪
て
目
的
3
し
兼
併
を

防
ぐ
主
旨
ε
せ
る
も
の
な
り
こ
れ
よ
り
來
る
介
入
の
外
税
銭
ミ
地

墨
－
こ
あ
り
之
ε
相
並
び
て
均
田
法
行
は
れ
天
寳
時
代
の
歳
入
よ
り

見
れ
ば
均
田
の
租
入
よ
り
も
地
税
の
方
の
そ
れ
多
く
且
つ
地
税
の

諜
せ
ら
る
西
盛
に
玉
戸
少
な
き
に
反
し
均
田
斜
の
行
は
る
Σ
塵
に

　
　
　
第
七
巻
　
　
嚢
　
　
　
報

は
遺
戸
多
く
爲
に
此
の
法
の
實
行
の
穫
度
を
推
し
得
ら
る
、
な
り

但
此
の
法
は
蕎
來
の
税
法
ミ
相
並
び
て
行
は
る
、
爲
唐
初
の
胤
會

に
一
般
的
安
静
を
與
へ
し
こ
ミ
は
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
ε
な
り

云
々

一
歓
米
漫
遊
談
　
　
　
會
員
文
學
博
士
　
新
村
　
幽
君

　
今
度
の
税
察
族
行
は
歓
米
に
於
け
る
圖
書
館
の
設
備
其
の
他
之

に
關
す
る
方
面
を
主
眼
哨
こ
し
專
門
ε
す
る
需
語
學
的
方
面
を
副
噛
こ

し
た
る
も
の
な
る
が
先
づ
米
國
に
到
る
や
ワ
シ
ン
ト
ン
の
議
院
圖

書
館
に
て
ス
井
ン
グ
ル
氏
蒐
集
の
支
那
地
誌
乃
至
本
草
書
類
及
び

故
ロ
ツ
ク
ヒ
ル
氏
遺
愛
の
諸
書
を
調
査
し
次
で
英
國
に
渡
り
て
ロ

ン
ド
ン
大
學
の
新
設
史
學
研
究
室
の
設
備
を
見
る
該
研
究
室
は
戦

後
の
経
螢
に
係
り
質
素
を
旨
¶
こ
し
其
の
木
造
李
屋
造
り
の
有
様
は

髪
髭
噛
こ
し
て
我
が
京
大
文
學
部
の
木
造
研
究
室
に
似
た
り
昨
年
七

月
中
旬
此
塵
に
於
て
英
米
史
學
家
大
會
開
催
せ
ら
れ
ロ
ン
ド
ン
大

墨
を
中
心
ミ
し
て
史
料
蒐
集
の
議
起
り
し
が
英
國
の
地
方
大
學
の

反
封
に
遭
ひ
ロ
ン
ド
ン
大
學
の
み
を
中
心
「
こ
し
て
蒐
集
す
る
こ
ざ

は
中
止
せ
ら
し
が
兎
に
角
興
味
あ
る
大
會
な
り
き
次
に
ロ
ン
ー
3
ン

な
る
大
英
博
物
館
及
び
オ
ク
ス
フ
オ
ー
ド
大
學
の
爾
麟
書
館
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
　
號
　
　
　
一
山
ハ
一
　
（
三
三
三
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
嚢
　
　
　
報

耶
蘇
會
士
の
著
し
た
る
日
本
語
學
書
類
を
調
査
し
大
陸
に
渡
り
て

後
は
巴
里
、
ハ
ー
グ
・
ラ
イ
デ
ン
．
ブ
ラ
ッ
セ
ル
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の

　
　
　
　
、

諸
墨
書
館
に
覚
せ
ら
る
Σ
日
欺
關
係
史
料
を
調
査
し
其
の
得
る
所

僅
少
な
ら
す
云
々

⑧
旧

史

一

例
會
　
昨
年
九
月
三
十
日
午
後
六
時
よ
り
學
生
集
會
揚
に
於
て
開

催
出
席
者
喜
田
教
授
中
村
學
士
岩
橋
森
下
源
江
藤
中
村
井
川
勝
峰

茄
藤
佐
古
土
田
諸
君
に
し
て
先
づ
東
京
商
科
大
學
に
出
講
中
な
る

三
浦
教
授
よ
り
の
書
信
を
朗
讃
し
次
に
左
の
講
演
あ
り
て
十
時
散

降
せ
り

　
一
，
本
地
黍
蓬
設
書
反
本
地
垂
遊
読
　
　
　
岩
橋
小
彌
太
君

　
本
地
垂
　
説
は
本
鼻
繋
舐
を
佛
菩
薩
の
礎
化
ざ
す
る
本
高
遊
下

論
よ
り
佛
菩
薩
即
赫
祇
ε
い
ふ
本
　
倶
高
説
に
向
上
し
佛
教
の
堕

落
に
因
る
教
理
の
無
理
解
こ
共
に
本
邦
固
有
の
信
仰
の
熾
盛
ミ
な

・
り
し
結
果
塗
に
本
観
望
高
野
ち
反
本
地
垂
髪
設
「
し
な
れ
る
が
其
は

吉
田
帥
道
の
創
構
に
更
す
し
て
既
に
癒
永
以
前
に
天
台
家
の
中
に

此
の
思
想
を
抱
け
る
も
の
あ
り
し
こ
ε
を
導
出
せ
ら
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
山
ハ
ニ
　
（
三
三
四
）

　
一
、
或
る
個
人
の
花
押
に
つ
い
て
文
學
士
　
中
村
　
直
勝
君

　
或
る
個
人
の
花
押
が
其
の
大
小
用
紙
面
場
所
地
位
家
柄
身
分
（
公

武
）
の
差
異
に
よ
り
て
略
概
括
し
得
ら
る
べ
き
こ
、
こ
を
前
提
ε
し

て
足
利
歴
代
將
軍
の
花
押
の
共
通
的
憂
遷
が
亦
身
分
地
位
の
向
土

に
件
ふ
こ
芝
を
立
謹
し
細
川
管
領
豊
太
閤
に
も
論
及
し
て
精
密
な

る
花
押
の
研
究
が
更
に
心
理
學
の
補
助
を
得
る
に
於
て
は
個
人
の

性
格
ε
其
内
面
生
活
を
も
考
察
し
得
る
に
至
ら
ん
か
ミ
い
ば
れ
た

り
。

例
含
日
　
　
十
n
月
二
十
一
日
」
十
後
六
時
よ
り
…
學
生
集
含
私
権
卿
に
韻
脚
㎞
憧
出
廠
耀

者
三
浦
敏
毒
魚
澄
申
村
下
川
牧
の
濃
霧
士
及
び
源
江
藤
中
村
井
川

末
岡
勝
峰
佐
古
加
藤
の
諸
君
に
し
て
左
の
講
演
あ
り
九
時
牟
散
會

せ
り
。

　
一
、
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
憶
念
佛
思
想
　
　
源
　
　
豊
宗
君

　
先
づ
念
佛
信
仰
の
思
想
獲
達
史
よ
り
説
き
起
し
て
念
佛
者
行
儀

に
封
ず
る
批
難
專
修
に
封
ず
る
批
難
念
佛
易
行
な
る
こ
ε
の
批
難

を
陳
べ
参
輝
學
道
を
忽
に
す
べ
か
ら
す
S
い
へ
る
道
元
画
師
の
學

道
用
心
集
を
墾
け
翻
て
當
時
の
思
想
を
論
じ
て
武
家
の
簡
易
を
好

む
［
し
爾
武
的
潜
行
ε
が
自
力
難
行
宗
を
選
ぶ
に
至
れ
る
こ
囑
こ
に
論



及
せ
ら
れ
た
り

　
【
、
左
女
牛
八
幡
宮
　
　
　
　
文
墨
士
　
魚
澄
縮
五
郎
需

　
源
氏
に
ゆ
か
り
多
き
此
宮
は
初
六
十
若
宮
ざ
出
し
頼
朝
の
奪
崇

を
受
け
足
利
氏
も
奪
氏
を
始
め
歴
代
信
仰
厚
く
醗
醐
三
隅
院
門
主

其
霊
棚
一
こ
な
り
身
命
の
隆
盛
は
石
清
水
北
野
に
劣
ら
ざ
り
し
が
其

後
慮
仁
の
兵
火
に
罹
り
慶
長
の
古
今
の
五
條
阪
に
移
さ
れ
た
り
し

こ
芝
を
文
献
に
徴
し
て
述
べ
ら
る

　
一
、
感
　
想
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
三
浦
　
周
行
君

　
最
近
東
京
に
於
て
開
催
さ
れ
し
史
學
會
大
會
印
刷
文
化
展
魔
會

鐵
道
五
＋
上
露
記
念
博
物
館
薫
於
け
る
印
象
や
近
時
の
文
化
史
的

風
潮
に
つ
い
て
感
想
を
語
ら
れ
最
後
に
近
衛
家
の
古
文
書
記
録
の

王
な
る
も
の
を
紹
介
せ
ら
れ
た
り

密…

n
｛
調
査
　
十
一
月
二
十
口
午
前
八
時
秋
室
高
く
澄
め
る
時
洛
北

に
向
ふ
一
行
は
三
浦
教
授
魚
難
風
村
牧
學
士
及
び
橋
川
森
下
中
村

井
川
勝
峰
加
藤
の
諸
善
な
り
偶
入
洛
中
の
松
本
學
士
亦
参
加
せ
ら

る
先
づ
詩
仙
堂
に
到
れ
ば
四
邊
閑
寂
に
し
て
楓
樹
の
錦
繍
は
庭
上

の
白
砂
ミ
相
映
じ
丈
山
の
温
容
を
偲
ば
し
む
光
づ
探
重
壁
丈
山
自

賛
の
毒
像
を
概
し
て
堂
内
隈
な
く
見
學
せ
り
六
勿
銘
を
初
ε
し
て

　
　
　
第
七
巻
　
　
藁
　
　
　
報

丈
山
自
筆
自
作
の
隷
書
額
は
到
る
虚
に
掲
げ
ら
れ
た
る
が
壁
間
に

垂
れ
た
る
七
箇
條
の
蝿
書
は
優
に
隠
士
の
豪
懐
を
窺
ふ
べ
し
慧
愛

品
多
き
中
に
も
三
＋
六
詩
倦
の
板
薔
は
其
尤
物
た
り
詩
文
最
諾
の

法
帖
を
見
る
詩
仙
堂
記
は
羅
山
子
寛
永
廿
年
冬
の
作
に
な
る
も
の

陳
元
気
平
石
丈
山
塞
駿
は
叉
稀
糊
な
り
ぐ
」
す
。
　
午
前
十
時
解
し
て

曼
殊
院
を
訪
ふ
こ
・
に
て
は
寳
庫
を
開
放
し
て
一
行
の
調
査
に

便
せ
ら
れ
た
れ
ば
三
浦
敏
授
の
指
導
の
下
に
仔
細
に
古
文
書
記
録

を
閲
寛
し
て
暑
を
移
せ
り
當
院
の
北
野
別
當
職
に
關
す
る
文
書

に
は
足
利
將
軍
の
自
筆
に
係
る
者
多
き
が
義
高
の
明
慮
五
年
の
起

請
丈
中
七
月
四
日
の
も
の
に
袖
の
上
部
に
於
て
血
痕
を
印
せ
る
を

見
る
は
血
判
の
研
究
上
注
目
す
べ
し
叉
慈
嚴
俗
正
の
裏
判
あ
る
曼

殊
院
門
跡
譲
歌
に
北
野
耐
領
を
列
記
し
た
る
中
周
防
天
紳
宮
萬
雲

天
満
宮
を
載
せ
た
る
も
面
白
し
慈
圓
曾
正
の
潰
息
中
生
家
な
る
九

條
家
の
優
越
な
る
由
來
を
語
れ
る
は
彼
れ
の
姓
格
を
想
ふ
べ
し
天

海
の
書
歌
に
明
謄
の
江
戸
大
火
の
事
を
蓮
べ
て
　
「
能
旦
那
持
候
間

何
共
不
存
候
御
一
笑
く
」
　
云
々
ミ
い
へ
る
も
の
あ
り
彼
れ
が
其

當
時
徳
川
家
の
信
望
を
負
へ
る
を
想
う
て
一
行
艶
え
す
破
顔
せ
り

其
他
傳
法
血
脹
並
天
台
圓
教
菩
薩
戴
脈
傳
燈
順
は
傳
統
上
の
好
資

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
が
二
　
號
　
　
　
一
山
ハ
三
　
　
（
＝
ご
二
五
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
糞
　
　
　
報

斜
な
り
倫
颯
諦
文
豫
起
物
諸
講
式
等
の
史
料
に
供
す
べ
き
も
の
頗

る
多
か
り
し
も
今
は
省
賂
に
從
は
ん
既
に
し
て
暮
色
漸
く
迫
り
た

れ
ば
他
日
の
調
査
を
期
し
て
錦
途
に
就
き
ぬ

第
十
二
回
創
立
記
念
大
信
　
昨
年
＋
二
月
三
日
正
午
よ
り
誕
生

集
圃
場
に
託
て
公
開
し
幽
史
上
の
重
要
問
題
に
湿
す
る
會
員
思
議

の
新
研
究
を
登
表
す
る
ご
共
に
近
世
に
於
け
る
忌
事
交
通
に
驕
す

る
珍
貴
な
る
糟
識
の
陳
列
を
行
へ
り
午
後
一
時
墨
生
宋
岡
畳
雄
撃

方
會
の
跡
を
蓮
べ
引
融
き
左
の
講
演
あ
り

　
家
光
ε
武
術
　
　
　
　

丈
學
士
下
川
　
潮
君

　
胃
頭
鎌
倉
時
代
に
も
驚
軍
崩
壊
等
の
武
術
を
奨
平
せ
し
こ
屯
こ
を

説
き
徳
川
時
代
に
入
り
て
は
家
康
家
光
吉
宗
の
三
人
は
特
に
之
を

働
ま
し
自
ら
も
醗
通
せ
し
事
を
述
べ
て
本
題
に
入
り
家
光
は
柳
生

宗
矩
等
に
就
き
て
武
道
の
型
に
識
せ
し
の
み
な
ら
す
そ
の
精
愁
を

も
罷
得
せ
り
ミ
て
一
々
實
謹
を
繋
げ
最
後
に
入
口
に
瞼
表
．
せ
る
寛

永
御
前
試
合
は
全
く
追
尋
以
後
の
慨
作
な
る
を
詳
幸
し
而
か
も
斯

る
償
作
を
生
ぜ
る
は
家
光
の
武
道
を
好
め
る
事
に
原
因
せ
る
な
ら

ん
云
々大
名
領
地
の
成
立
　
‘
漱
翌
牧
町
二
君

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
六
四
　
（
三
三
六
）

　
こ
エ
に
所
謂
大
名
ミ
は
戦
國
時
代
を
さ
す
も
の
な
り
ε
眼
定
し

次
に
樵
談
治
要
を
引
き
て
年
時
の
穿
護
の
性
質
を
論
嚢
爾
鎌
倉
の

初
期
守
護
の
創
設
せ
ら
れ
し
ょ
り
戦
母
型
に
至
る
ま
で
其
憂
遷
を

述
べ
亨
護
は
も
ミ
職
に
し
て
分
國
を
証
せ
る
に
あ
ら
す
鎌
倉
末
よ

・
り
天
下
胤
る
一
、
に
及
び
漸
次
土
地
を
領
し
て
其
分
國
の
支
配
継
…
を

も
有
す
る
に
至
れ
る
な
の
去
々

　
足
利
時
代
の
京
都
　
　
　
　
　
文
墨
士
　
魚
澄
惣
五
郎
君

　
足
利
時
代
が
武
家
の
最
も
公
卿
化
せ
る
晴
代
に
し
て
人
は
皆
漫

に
新
奇
の
も
の
を
追
ひ
殆
ん
S
理
解
せ
ら
る
・
に
至
ら
ざ
り
し
こ

ミ
よ
り
慮
仁
の
餓
前
後
の
京
都
を
亡
き
京
都
の
市
街
が
足
利
初
期

は
室
町
幕
府
を
中
心
ミ
し
て
東
北
部
に
畿
展
せ
し
が
慮
仁
餓
當
時

は
火
災
頻
り
に
起
り
発
都
殆
ん
さ
慶
頽
に
科
し
概
後
秀
吉
の
時
に

至
り
整
理
せ
ら
れ
現
今
に
於
け
る
京
都
市
街
の
基
を
作
れ
り
云
々

　
幕
末
に
於
け
る
海
軍
の
創
設
　
　
文
墨
士
　
古
田
　
良
一
鴛

　
日
本
の
「
カ
バ
ネ
」
ミ
朝
鮮
の
骨
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
墨
士
　
今
西
　
龍
需

　
南
北
朝
の
合
膿
條
件
　
　
　
丈
學
博
士
　
三
浦
凋
行
君

　
以
上
の
三
講
演
は
並
に
本
誌
に
寄
稿
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
其
梗



概
を
略
す
講
演
終
り
て
後
置
生
勝
峯
月
渓
君
閉
會
の
跡
を
蓮
べ
拍

手
の
裡
に
散
會
せ
る
は
午
後
七
時
な
り
き
五
日
陳
列
品
の
主
な
る

も
の
は
京
城
塚
原
龍
太
郎
氏
藏
の
朝
鮮
束
葉
府
使
命
館
接
待
圖
＋

枚
及
び
同
進
輪
編
氏
藏
朝
鮮
信
使
江
戸
登
行
列
翻
一
巻
に
し
て
共

に
三
浦
博
士
の
採
訪
に
係
り
別
に
山
城
甲
防
擾
守
國
氏
藏
の
先
代

蟻
州
翁
自
筆
朝
鮮
信
艶
名
城
下
通
過
麟
、
翻
刻
圖
、
謡
曲
使
先
導
宗

家
行
列
岡
、
朝
鮮
入
曲
馬
圖
等
あ
り
史
的
に
も
美
術
的
に
も
興
味

あ
る
鑑
識
な
る
を
以
て
注
目
を
惹
け
り
太
會
は
陳
列
品
中
の
韻
部

を
記
念
絡
端
書
に
牧
め
て
有
志
に
頒
て
り
寄
宮
者
三
百
蝕
名
に
上

り
盛
會
な
り
膏
議
員
は
夏
に
席
を
階
下
の
別
室
に
移
し
て
晩
餐
會

を
閉
き
九
酵
散
曾
せ
り
出
席
者
三
浦
敏
授
今
西
鋤
歎
授
市
長
中
村

古
田
牧
下
川
富
森
桑
原
の
諸
學
士
岩
橋
梅
原
橋
川
凛
江
藤
中
村
井

川
勝
雄
末
岡
加
燦
佐
古
土
樹
の
諸
君
な
り
き

例
會
　
4
．
二
月
＋
六
日
午
後
六
時
よ
り
學
生
集
塵
所
に
於
て
開
催

鵠
席
者
三
浦
敏
綬
魚
義
戦
森
牧
諸
學
士
粟
野
橋
川
梅
原
原
井
川
勝

峯
佐
古
の
諸
潜
に
て
左
の
講
演
み
り
十
時
散
発
せ
り

　
一
、
朝
鮮
の
石
器
時
代
に
つ
い
て
　
　
　
梅
原
末
治
君

　
朝
鱗
門
石
器
時
代
上
意
の
分
布
を
述
べ
ら
れ
た
る
後
石
器
惜
こ
關
係

　
　
　
第
七
巻
　
　
彙
　
　
　
報

を
持
て
る
塚
の
形
式
及
び
支
那
遣
鼠
壁
掘
に
依
る
年
代
考
よ
り
進

み
で
支
那
文
化
が
朝
鮮
石
器
に
影
響
せ
し
事
情
に
つ
き
て
細
読
せ

ら
れ
た
り

　
一
、
圓
槻
上
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粟
野
　
翁
忌
君

　
暦
慮
四
年
八
月
日
三
井
園
城
寺
に
奉
っ
た
寄
進
猷
の
主
沙
門
恵

鎭
が
西
教
寺
中
興
圓
観
糊
入
な
る
こ
芝
を
確
め
た
る
こ
、
こ
よ
り
上

人
が
南
北
合
罷
に
關
し
て
異
和
使
ざ
し
て
奔
走
せ
し
こ
・
こ
、
後
醍

醐
帝
を
始
め
奉
り
五
代
の
葺
師
虐
な
り
て
圓
頓
戒
を
授
け
奉
る
ミ

共
に
叉
武
家
に
も
信
を
得
て
愈
氏
の
命
を
受
け
纒
頭
泊
薦
の
爲
に

圓
頓
法
界
寺
を
建
て
法
勝
寺
を
中
興
せ
る
等
そ
の
活
動
の
多
方
面

な
る
こ
ミ
を
融
け
ら
れ
た
り

例
會
山
月
二
車
七
日
午
後
六
時
よ
り
學
生
集
骨
揚
に
覧
て
開
催

出
席
者
三
浦
敏
三
景
澄
昏
夢
富
森
牧
鈴
木
の
諸
學
士
橋
川
源
江
藤

中
村
非
川
佐
古
の
諸
君
に
て
左
の
講
演
あ
り
十
干
散
會
せ
り

　
一
、
興
正
菩
薩
叡
愈
の
畠
叙
傳
に
建
て
　
橋
川
　
正
翁

　
本
誌
に
掲
載
せ
る
を
以
て
略
す

　
｝
、
諸
國
守
護
補
任
の
勅
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
法
敵
士
牧
健
二
君

　
　
　
　
　
　
　
　
納
繰
二
　
懸
伽
　
　
　
一
山
ハ
訂
轟
　
（
三
三
七
）



　
　
　
第
七
谷
　
　
彙
　
　
報

　
文
治
元
治
十
囲
月
頼
朝
に
賜
ひ
し
補
任
諸
國
李
均
守
護
地
頭
の

勅
許
は
頼
朝
が
天
皇
に
封
私
す
る
爲
に
得
た
る
も
の
に
非
ざ
る
事

を
論
明
せ
ら
れ
次
に
頼
朝
が
此
時
に
総
追
捕
使
の
勅
許
を
得
し
や

に
耕
し
て
（
い
）
総
量
姉
使
一
こ
な
り
し
は
俗
説
ε
な
す
の
訟
（
星
野

博
士
等
）
（
ろ
）
総
追
締
使
噛
こ
な
り
し
ぐ
」
な
す
詮
（
中
田
博
士
等
）
を

塞
げ
ら
れ
法
制
上
に
宅
信
用
す
べ
き
吾
妻
鑑
等
に
斯
る
重
要
な
る

記
載
な
き
を
根
嫁
ε
し
て
後
付
の
弱
鮎
を
設
報
せ
ら
れ
前
論
に
賛

意
を
表
さ
れ
た
り

　
一
、
存
畳
上
人
に
就
て
　
　
文
學
博
士
　
三
浦
　
周
行
君

　
鎌
倉
末
期
よ
り
南
北
朝
に
か
け
て
父
豊
如
S
本
願
寺
の
中
興
S

な
れ
る
存
豊
が
父
よ
り
二
回
義
縄
せ
ら
れ
し
理
由
に
つ
き
て
從
來

よ
り
嬉
ふ
る
一
宗
義
上
の
異
見
訟
ぐ
」
二
審
欝
論
の
二
設
を
纂
け
ら

れ
第
…
説
を
否
認
し
第
二
論
も
眞
粗
に
鰯
れ
す
ε
て
黒
甜
の
一
般

家
族
制
度
の
瞭
隙
に
依
る
時
代
思
潮
を
詮
か
れ
重
畳
は
寧
ろ
受
動

的
立
場
に
立
ち
し
も
箆
如
に
反
感
を
有
す
る
車
舎
衆
の
輿
望
を
荷

ひ
し
こ
一
こ
が
父
子
不
和
の
眞
因
な
り
ε
断
じ
而
か
も
其
事
績
は
父

子
共
に
親
欝
の
超
人
絡
高
調
ミ
宗
義
の
普
及
ε
に
審
庫
し
從
來
の
、

東
國
中
心
宗
門
を
京
都
巾
心
宗
門
ε
な
し
た
る
こ
一
こ
に
一
致
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
㌍
　
　
一
六
六
　
（
三
三
碍
八
）

を
指
摘
せ
ら
れ
日
蓮
宗
が
武
家
に
頼
れ
る
に
封
し
で
其
公
卿
の
助

に
頼
れ
る
差
は
あ
る
も
足
利
時
代
に
至
り
て
此
朝
宗
が
宗
教
界
に

勝
馳
す
る
の
基
礎
は
同
時
に
築
か
れ
た
り
ミ
結
ば
る

例
會
　
　
二
月
二
十
三
欝
午
後
六
時
よ
り
學
生
集
會
所
に
於
て
開
催

出
席
者
三
浦
教
授
下
川
中
村
富
森
の
悪
露
士
森
下
氏
及
び
野
生
撒

名
に
し
て
左
の
講
演
あ
り
終
っ
て
今
回
舞
鶴
中
學
校
長
に
新
任
せ

ら
れ
た
る
下
川
學
士
の
爲
め
に
織
工
の
意
を
表
し
て
十
時
散
會
せ

り　
一
、
法
然
の
布
教
態
度
S
念
佛
停
止
の
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
川
定
慶
君

　
先
づ
法
然
の
浮
土
開
宗
の
動
機
よ
り
布
教
態
度
に
説
き
及
ぼ
し

堕
落
せ
る
侶
侶
の
悪
行
ε
懇
佛
教
の
反
感
ミ
よ
り
惹
超
さ
れ
し
幕

府
の
念
佛
停
止
令
が
正
治
文
暦
二
度
の
そ
れ
は
悪
声
取
締
な
り
し

も
群
群
三
年
の
そ
れ
は
却
て
法
然
慧
弟
を
庇
護
せ
し
も
の
な
る
こ

ε
を
設
明
せ
ら
る

　
叫
、
鎌
倉
時
代
の
身
命
娯
樂
ε
し
て
の
博
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
喜
代
三
君

　
先
づ
鎌
倉
時
代
以
前
の
博
変
に
つ
き
て
蓮
べ
た
る
後
鎌
倉
酵
代



の
奉
民
聞
に
於
け
る
流
行
状
態
を
詮
明
し
御
家
人
の
所
領
を
賭
物

ざ
す
る
事
に
よ
り
て
生
す
る
窮
乏
を
最
も
重
要
費
し
た
り
し
幕
府

の
取
締
方
針
及
び
庭
罰
法
を
説
き
最
後
に
當
時
の
博
変
の
種
類
及

、
方
法
に
關
す
る
研
究
を
述
べ
ら
る

⑳
支
　
那
　
學
　
家

例
會
　
昨
年
十
月
十
二
日
午
後
六
時
よ
り
文
學
部
第
六
教
室
に
て

開
催
左
の
講
演
あ
り
十
時
散
會
せ
り

　
支
那
古
代
の
地
割
ε
尺
の
長
短
を
論
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
墨
士
　
藤
田
　
元
春
君

　
氏
は
先
づ
連
関
に
存
す
る
尺
に
菊
尺
、
丈
尺
、
曲
尺
、
鯨
尺
の
四

種
あ
る
こ
ミ
よ
り
階
書
律
暦
志
に
顯
は
れ
た
る
十
五
等
の
尺
を
始

め
多
く
の
置
尺
を
す
べ
て
こ
の
四
種
に
分
類
す
る
噛
し
同
時
に
現
行

・
の
支
那
内
地
に
於
け
る
地
割
の
弓
の
長
さ
よ
り
其
の
四
種
の
尺
の

何
れ
も
軍
用
ひ
ら
れ
つ
・
あ
る
こ
ε
に
よ
り
て
古
代
の
井
細
の
大

さ
を
述
べ
そ
が
二
百
四
十
歩
を
畝
ε
す
る
地
割
へ
の
攣
遷
を
考
察

し
併
せ
て
朝
鮮
の
地
割
ご
我
國
の
地
割
ミ
を
論
じ
て
其
軽
罰
を
明

に
せ
ち
れ
た
り

　
　
　
第
七
巻
　
　
藁
　
　
　
報

　
徐
青
籐
の
藝
術
　
　
　
　
　
　
丈
量
士
　
青
木
　
正
児
君

　
徐
青
苧
名
は
書
字
は
文
長
、
天
池
、
田
水
月
、
の
別
號
も
あ
り
漸

江
紹
興
府
の
人
膚
の
正
徳
中
に
生
れ
長
暦
二
十
一
年
に
七
十
三
歳

に
て
死
す
彼
が
頭
角
を
著
せ
し
は
滞
江
総
督
胡
宗
憲
の
カ
に
負
ふ

所
多
く
胡
氏
失
脚
後
は
孚
狂
人
言
な
り
妻
を
殺
し
て
捕
へ
ら
れ
自

ら
墓
誌
を
撰
し
て
自
殺
せ
む
ε
し
て
果
た
さ
す
時
に
四
十
五
歳
な

り
後
発
れ
て
南
京
北
京
に
游
歴
し
後
郷
に
蹄
り
て
專
ら
書
詩
文
糟

識
に
親
し
み
し
が
識
ミ
戯
曲
ε
に
最
も
長
ぜ
し
は
周
亮
工
な
さ
の

指
摘
せ
る
所
に
し
て
朱
竹
紙
亦
彼
の
謁
を
賞
揚
せ
り
戯
曲
の
狂
鼓

史
、
露
量
晦
、
雌
木
蘭
、
女
歌
元
、
小
読
の
雲
合
奇
蹴
は
尤
も
世
に
知

ら
る
書
は
草
書
を
能
く
し
立
直
類
摘
の
著
あ
り
書
は
水
墨
花
升
に

於
て
殊
に
其
の
眞
趣
を
秘
せ
り
云
々

例
命
田
　
　
十
一
月
十
五
日
㎞
†
墨
田
晴
加
†
よ
り
蝋
久
繭
學
部
第
六
教
導
に
．
て

開
催
左
の
講
演
あ
り
九
時
散
會
す

　
支
那
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
岡
崎
　
文
夫
君

　
氏
は
大
正
八
年
秋
以
來
支
那
各
地
を
漫
遊
し
具
に
彼
地
の
事
祷

を
混
察
せ
ら
れ
た
る
見
地
に
立
脚
し
て
支
那
共
和
國
乃
至
支
那
史

研
究
に
就
き
て
総
括
的
論
評
を
試
み
ら
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
噛
出
営
　
（
三
三
九
〉



　
　
　
第
七
春
　
　
簗
　
　
報

　
支
那
の
酒
に
就
い
て
　
　
　
文
學
檸
士
高
瀬
武
次
郎
君

　
博
士
は
支
那
の
酒
は
孟
子
離
婁
下
篇
に
孟
子
日
禺
聖
旨
酒
葡
好

善
言
ミ
あ
る
は
記
載
に
綴
る
・
も
の
・
中
其
の
蕪
雑
な
る
も
の
・

最
初
な
り
ε
断
ぜ
ら
れ
杜
康
の
造
酒
傳
説
、
儀
秋
の
喫
緊
を
縷
述

し
吏
に
遠
く
西
洋
古
代
に
於
け
る
造
酒
嚢
明
の
事
情
を
併
せ
述
べ

支
那
も
西
洋
も
太
古
に
鵬
創
的
に
穫
明
し
た
る
も
の
な
る
を
推
論

し
詩
経
商
頒
に
見
ゆ
る
記
載
よ
り
之
れ
が
往
昔
に
祭
祀
に
峡
く
べ

か
ら
ざ
る
も
の
な
り
し
こ
ミ
を
詳
浮
せ
ら
れ
た
り

大
勢
　
　
十
二
月
四
日
正
午
よ
り
京
都
帝
國
大
里
々
生
命
中
働
階
上

に
於
て
開
催
左
の
講
演
あ
り

　
扁
、
蓮
山
致
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
名
　
静
一
君

　
先
づ
周
禮
に
封
ず
る
自
己
の
見
解
を
明
か
に
し
大
野
黒
人
の
章

を
引
き
て
略
譜
を
探
り
易
及
び
連
山
の
意
義
井
に
其
の
時
代
を
推

定
し
新
蕎
唐
志
に
見
ゆ
る
連
山
書
の
循
作
な
る
を
辮
じ
專
ら
階
唐

以
前
の
文
献
中
岡
易
以
外
の
文
句
を
輯
集
批
判
し
左
傳
國
語
の
之

八
乃
の
び
漢
勲
廊
大
立
御
魔
涌
毎
心
玉
海
唐
六
雌
ハ
に
撮
り
て
坤
浬
・
田
三
法
φ
望

確
立
せ
ら
る

　
一
、
章
學
誠
の
學
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
内
藤
虎
次
郎
君

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
謝
ご
穂
聯
　
　
　
一
山
ハ
八
　
（
一
二
四
〇
）

　
墾
道
六
年
の
死
よ
り
章
學
誠
百
二
十
年
目
に
祷
る
本
年
、
章
氏

の
學
を
紹
介
す
る
の
無
意
義
な
ら
ざ
る
所
以
よ
り
章
氏
の
経
歴
¶
こ

其
の
時
代
環
境
を
蓮
べ
其
の
名
著
文
史
通
義
が
會
麺
の
立
脚
地
に

立
ち
て
批
判
學
の
棲
威
な
る
こ
ミ
及
び
彼
の
地
方
誌
編
纂
の
見
識

を
蓮
べ
ら
れ
た
り

　
蝋
、
干
支
五
行
説
ミ
額
項
暦
　
　
理
學
博
士
　
新
城
新
藏
君

　
干
支
五
行
の
起
原
に
就
て
飯
島
氏
ε
所
見
を
異
に
す
る
所
以
を

蓮
べ
飯
島
氏
が
五
行
は
五
星
よ
り
起
り
顯
頂
暦
は
西
洋
暦
法
に
法

り
干
支
は
此
の
爾
者
の
結
合
よ
り
職
國
時
代
に
起
る
ε
謂
ふ
に
封

し
干
支
は
般
代
に
五
行
は
戦
國
の
中
頃
時
代
に
起
り
從
っ
て
頴
項

暦
は
載
國
の
傘
頃
以
後
に
支
那
に
て
作
ら
れ
秦
漢
時
代
に
行
は
れ

た
る
も
の
な
ら
む
S
謂
ふ
所
見
を
胃
管
論
述
し
併
せ
て
左
傳
の
歳

星
の
記
事
に
職
國
の
傘
頃
紀
元
蘭
三
六
五
年
頃
の
入
が
泄
推
し
て

補
草
し
た
る
も
の
な
ら
む
を
荒
べ
ら
る

　
一
、
支
那
古
代
の
祭
祀
に
於
け
る
ア
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
文
學
博
士
　
狩
野
　
直
喜
君

　
儀
禮
の
士
喪
禮
既
夕
禮
士
虞
謹
等
に
夏
観
、
商
号
祝
の
名
あ
る

よ
り
見
て
周
代
に
も
夏
般
の
風
俗
残
り
居
り
し
も
の
な
ら
む
こ
ミ



を
論
謹
し
粗
俗
の
如
き
は
皆
其
よ
り
前
代
前
々
代
に
趨
源
を
嚢
す

る
も
の
な
れ
ば
本
代
に
於
け
る
天
子
軍
民
共
通
の
儀
式
な
る
簿
火

箭
の
古
風
慮
る
こ
ε
よ
り
戸
の
起
原
－
こ
詳
細
嘔
こ
を
叢
記
孟
ナ
の
記

事
よ
り
推
論
し
戸
禮
が
支
那
禾
開
隠
代
の
風
俗
な
る
を
述
べ
ら
る

　
午
後
六
時
講
演
終
了
來
講
者
百
三
十
飴
名
子
で
階
下
別
，
室
に
て

晩
餐
會
を
開
き
三
十
像
名
出
席
午
後
九
時
散
會
せ
り

例
會
　
　
二
月
二
R
午
後
六
時
牛
は
り
文
學
部
第
六
教
室
に
て
開
催

騎
野
内
藤
高
瀬
鈴
木
諸
教
授
爵
下
三
十
名
出
席
左
の
講
演
あ
り
て

＋
時
散
會
せ
り

　
一
、
単
三
の
學
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
壷
鐙
喜
一
郎
鴛

　
南
宋
の
王
覇
齋
の
書
疑
九
巻
，
詩
疑
二
巻
、
魯
最
早
二
十
巻
に

よ
り
て
彼
の
學
を
考
へ
就
中
彼
が
書
経
全
器
に
疑
を
挾
み
て
先
づ

党
典
の
錯
簡
あ
る
を
論
じ
て
最
も
古
し
ミ
し
禺
貢
を
以
て
之
に
亜

が
し
め
洪
範
を
は
経
傳
に
分
割
し
た
る
創
見
を
蓮
べ
併
せ
て
詩
経

に
秦
漢
間
の
鐵
入
多
く
孔
子
棚
定
の
蔭
に
復
せ
む
一
こ
し
て
淫
詩
三

十
二
篇
を
剛
り
し
見
解
を
縷
蓮
し
た
り

　
一
、
伯
夷
列
徳
よ
り
見
た
る
司
馬
遷
の
歴
史
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
本
m
倒
　
成
之
君

　
　
　
第
七
巻
　
藥
　
．
　
報
奪

　
司
馬
．
遷
の
學
統
及
び
環
境
を
述
べ
て
彼
が
史
記
執
筆
の
目
的
を

長
命
確
讃
し
其
の
不
李
を
伯
夷
に
托
し
て
立
窪
し
た
る
も
の
に
し

て
玩
種
徳
の
最
も
名
文
な
る
所
以
も
畢
寛
彼
が
自
己
の
人
塗
槻
を

蓮
べ
む
爲
に
苦
心
し
た
る
結
果
に
外
な
ら
す
云
々

豫
鱗
會
二
月
二
＋
百
午
後
四
時
よ
り
京
都
帝
國
大
町
々
生
集

會
所
に
て
開
催
、
内
藤
、
高
瀬
、
鈴
木
、
矢
野
、
新
城
諸
教
授
今
西
助

教
揺
卒
業
豫
定
者
、
卒
業
生
學
生
尊
慮
二
十
九
名
先
づ
撮
影
の
後

晩
餐
を
共
に
し
水
野
氏
は
白
樂
天
の
名
に
就
て
中
村
氏
は
其
の
研

究
組
織
を
述
べ
て
卒
業
論
丈
の
一
端
を
講
演
し
豊
艶
は
日
本
入
の

有
盆
な
る
東
洋
史
研
究
が
纏
め
ら
れ
た
る
著
書
ご
な
り
て
支
那
に

て
も
容
易
に
観
得
る
麗
な
さ
れ
む
こ
隔
こ
の
希
望
を
述
べ
九
時
散
會

せ
り

第
二
號
　
　
一
六
九
　
（
三
四
一
）



第
七
巻
　
　
嚢

報
、

禽
日

劔
會
　
員
　
動
　
静

入

倉EI

報

東
京
布
本
郷
腿
根
津
宮
永
町
三
五
、
竹
照
雨

東
京
順
調
大
學
文
學
部
史
塵
・
科
學
坐

　
　
（
お
紹
介
者
、
中
村
直
勝
）

京
都
府
舞
鶴
高
等
女
山
校

　
　
（
右
紹
介
者
、
桑
原
親
通
）

東
京
帝
國
大
學
丈
學
部
史
料
編
纂
掛
内

　
　
（
右
紹
介
者
、
花
見
朔
已
）

岡
山
縣
津
山
町
大
字
吹
爆
町
二

丸
山

郎

上

左
明

認
藤
　
ひ
で

西
岡
虎
Z
助

百
濟

東
京
府
南
葛
飾
郡
瑞
江
村
大
字
新
堀
、
勝
曼
寺
田
口

　
　
（
右
紹
介
者
、
那
波
利
貞
）

朝
鮮
京
城
旭
町
哨
丁
臼

奈
良
縣
立
畝
傍
中
票
校

　
　
（
右
紹
介
餐
、
三
浦
周
行
）

京
都
府
立
第
三
中
學
校

　
　
（
右
紹
介
者
、
仁
科
貞
人
）

聖市
燗郎

阿
川
　
重
郎

由
繊
安
治
郎

菅
　
貞
好

蘭
根
　
正
直
退

纂
縦
隔
　
　
一
七
〇
　
（
三
四
二
）

一

締
寄
賂
交
換
圖
書

親
出
上
人
萸
像
の
研
究

金
森
氏
雑
考

↓
。
ξ
ゐ
周
、
き
擁
×
（
通
報
二
〇
）

史
翠
稚
誌

歴
史
地
理

考
古
學
雑
誌

國
學
院
難
誌

東
洋
哲
階

調
濟
論
叢

俳
豫
史
談

三
一
二
の
一
、
二
、
三

三
九
の
一
、
二
、
三

十
二
の
四
、
五
、
六

二
八
の
一
、
ニ

ニ
九
の
｝
、
二

十
四
の
二

二
八

押

上

森

藏

藤

原

猫

℃
鍵
篇
　
　
　
｝
げ
嵩
…
q
漏

　
史
　
　
墾
　
　
會

日
本
歴
史
地
理
學
嘗

考
　
古
　
學
　
會

國
學
院
大
學

東
洋
　
大
　
學

経
濟
學
會

伊
豫
史
談
會


